
款 項 目

4 2 1

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

施策事業名 環境保全推進

事業目的
犬山の豊かな緑や水辺環境、尾張東部の生態系が保たれると共に、そうした自然とふれあうことを通
じてその大切さを認識し、市民一人ひとりが環境に関心を抱き、環境保全を推進していく。

平成３０年度予算説明書

予算 部局名 経済環境部

課　名 環境課
予算書(P)目名

地方債 その他 一般財源
予算額

環境保全費 115

25 0 0 4,605

事業内容

●事業の全体計画
　○環境保全事務 4,630千円　○自然環境保全、地球温暖化対策 19,645千円
　○環境保全基金積立金の活用 229千円　○犬山里山学ｾﾝﾀｰの管理 6,660千円
　○東海自然歩道の維持管理 3,125千円
●主な事業内容
　〇環境保全事務
　・河川等水質分析調査業務委託料　1,160千円
　・地下水水質等調査委託料　　　　1,193千円
　・自動車騒音常時監視業務委託料　　735千円
　〇自然環境保全
　・住宅用地球温暖化対策設備導入促進費補助金　　10,220千円
　　太陽光発電施設、蓄電池設置に加えて住宅用エネルギー管理システム（ＨＥＭＳ）及び電気自動
　　車等充給電設備設置を補助
　・都市緑化推進事業補助金　5,000千円
　〇犬山里山学センター管理
　・里山学センター管理業務委託料　　　　　　　　　　　5,166千円
　〇東海自然歩道管理
　・東海自然歩道パトロール業務委託料　　　　　　　　　1,833千円

事業の
目標・計画

○各種環境調査を実施し、周辺市町で構成する協議会等と連携しながら、市内の環境保全に努め、市
　民が安心して生活できるような環境を維持する。
○ＮＰＯやボランティアとの協働等で、自然環境の保全や市民への啓発を進めるとともに、地球温暖
　化防止を目的とした市民への補助事業を実施する。

財源内訳

国県支出金

99%

自然環境保全 19,645 7,931 0 3,113 8,601 44%

環境保全事務 4,630

6,474 97%

環境保全基金積立金 229 0 0 229 0

1,557 0 0 1,568

0%

犬山里山学センター管理 6,660 0 0 186

50%

 - - - - - - - 

東海自然歩道管理 3,125

 - - - - - - 

一般財源
の割合

事業名

- 

合計 34,289 9,513 0 3,528 21,248 62%



款 項 目

4 3 1

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

一般財源
の割合

事業名

- 

合計 416 0 0 0 416 100%

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

100%

 - - - - - - - 

清掃総務事務 416 0 0 0 416

事業内容

●事業の全体計画
　○清掃庶務に係る事業の実施
 

●主な事業内容
　○分別基準適合物（容器包装プラ、ペットボトル）の再商品化事業
　〇産業廃棄物関連施設の設置に係る紛争の予防及び調整に係る条例事務
　○庶務一般

●その他
   ○主な予算の内訳
　　・旅費　 　　　　　　　　　　　　　　　141千円
　　・産業廃棄物等対策委員会委員報酬   　　108千円
　　・全国都市清掃会議負担金　　　　　 　 　92千円

事業の
目標・計画

　廃棄物処理事業に係る庶務的事務を適正に執行する。

財源内訳

国県支出金 地方債 その他 一般財源
予算額

清掃総務費 118

施策事業名 ごみの適正排出推進

事業目的 ごみの適正処理を図ることを目的とする。

平成３０年度予算説明書

予算 部局名 経済環境部

課　名 環境課
予算書(P)目名



款 項 目

4 3 1

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

一般財源
の割合

事業名

- 

合計 10,746 0 0 0 10,746 100%

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

100%

 - - - - - - - 

愛北広域事務組合負担金 10,746 0 0 0 10,746

事業内容

●事業の全体計画
　○犬山市、江南市、岩倉市、大口町、扶桑町の３市２町で構成する一部事務組合において、次の事
務を広
　　域で継続的に実施していく。
　　・し尿処理施設の運営・維持管理
　　・火葬場の運営・維持管理

●主な事業内容
　○次の事業を遂行するために必要な経費を、負担金として３市２町で拠出する。
　　・し尿、浄化槽汚泥の処理
　　・人及び小動物の火葬、斎場の貸出し
　　・組合議会の開催（年３回）
　　・し尿処理施設（愛北クリーンセンター）、火葬場（尾張北部聖苑）設置の両地
　　　元の住民代表者等で構成する公害防止委員会の開催
　　・施設維持のための工事施行　等

●その他
　○主な予算の内訳
　　・愛北広域事務組合負担金 （4件）      101,746千円

事業の
目標・計画

愛北クリーンセンター及び尾張北部聖苑での、し尿処理業務及び火葬業務の遂行

財源内訳

国県支出金 地方債 その他 一般財源
予算額

清掃総務費 119

施策事業名 愛北広域事務組合

事業目的
一部事務組合において、し尿処理及び火葬に係る事務を共同処理することにより、効率的な運営を図
ることを目的とする。

平成３０年度予算説明書

予算 部局名 経済環境部

課　名 環境課
予算書(P)目名



款 項 目

4 3 2

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

予算書(P)目名

施策事業名 塵芥処理事務

事業目的
循環型社会の構築に向け、「ごみ」に関する関心を高めるとともに、分別の徹底によるごみの減量と
リサイクルの促進を図る。

平成３０年度予算説明書

予算 部局名 経済環境部

課　名 環境課

地方債 その他 一般財源
予算額

ごみ処理費 120

0 0 5,228 19,102

事業内容

●事業の全体計画
　○ごみ減量に対する意識高揚と、リサイクル促進を図るため、各種啓発の実施、わん丸リサイクル
  小屋の運営、資源回収団体の育成
　○不法投棄対策、ごみ集積場整備

●主な事業内容
　〇町内会が管理するごみ集積場の整備（折りたたみ式ごみ収集容器配布、補助金の交付）
　〇ＩＣＴ活用やごみ収集カレンダーによる分別方法等の周知
　〇小学生向けの啓発冊子の作成・印刷
　○家庭用生ごみ処理機購入に対する補助金の交付
　○子ども会、ＰＴＡ等資源回収団体に対する奨励補助金の交付
　○不法投棄パトロールの実施と車両の維持修繕、監視カメラの設置
　
　
●その他
　○主な予算の内訳
　・ごみ収集カレンダー等印刷製本費   2,900千円
　・資源回収団体育成奨励金          8,860千円
　・折りたたみ式ごみ収集容器購入費　6,432千円
　・ごみ集積場環境整備補助金　1,700千円

事業の
目標・計画

〇減量施策
　クリーンキーパー研修、リサイクル探検隊の実施、啓発対象（参加）者数の増加を図る。
　ごみ分別アプリのＰＲ　登録者数の増加を図る。
　資源回収団体育成奨励補助及び生ごみ処理機器補助の実施　申請者数の増加を図る。

〇環境美化施策
　折りたたみ式ごみ収集容器の配布及びごみ集積場環境整備補助金制度の利用者増加を図る。

財源内訳

国県支出金

79%

災害廃棄物処理計画 398 0 0 0 398 100%

塵芥処理事務 24,330

- - 

 - - - - - - 

- - - - 

- 

 - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - 

 - - - - - - 

一般財源
の割合

事業名

- 

合計 24,728 0 0 5,228 19,500 79%



款 項 目

4 3 2

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

一般財源
の割合

事業名

- 

合計 403,246 0 0 134,585 268,661 67%

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

66%

廃棄遺物処理（公共施設分） 1,898 0 0 0 1,898 100%

廃棄物処理 401,348 0 0 134,585 266,763

事業内容

●事業の全体計画
　○ごみの収集、運搬及び処理を適正に行っていくため、家庭系可燃ごみの指定ごみ袋などを作成
   するとともに、分別されたごみの収集・運搬、中間処理を行う。

●主な事業内容
　○収集容器始めごみ集積場関連用品等の整備
　○指定ごみ袋、ボランティア袋、粗大ごみ処理券の作成
　○収集容器設置、ごみの収集・運搬、再生利用するための中間処理等
　○指定ごみ袋等の販売取扱店経由による手数料の徴収

●その他
　○主な予算の内訳
　・家庭系可燃ごみ指定袋等印刷製本費　　 　16,714千円
　・家庭系可燃ごみ収集委託料         　 　145,642千円
　・資源物及び不燃物等収集運搬業務委託料  114,588千円
　・プラスチック製容器包装処理委託料　 　　27,076千円

事業の
目標・計画

廃棄物の適正な処理の遂行

財源内訳

国県支出金 地方債 その他 一般財源
予算額

ごみ処理費 120

施策事業名 廃棄物処理

事業目的
廃棄物の処理及び清掃に関する法律において一般廃棄物の処理は市町村の事務と規定されているた
め、ごみ収集、運搬及び処理を適正に実施することを目的とする。

平成３０年度予算説明書

予算 部局名 経済環境部

課　名 環境課
予算書(P)目名



款 項 目

4 3 2

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

予算書(P)目名

施策事業名 都市美化センター運営管理

事業目的 市民等が排出するごみを、都市美化センターにおいて円滑に処理していくことを目指す。

平成３０年度予算説明書

予算 部局名 経済環境部

課　名 環境課

地方債 その他 一般財源
予算額

ごみ処理費 120～124

0 0 73 307,281

事業内容

●事業の全体計画
　○収集した可燃ごみ・不燃ごみ等を安全かつ安定的に焼却処理・破砕処理する。

●主な事業内容
　○ごみ焼却施設・破砕施設の運転管理
　○焼却施設から生じる焼却灰及び飛灰の最終処分
　○新たなごみ処理施設が稼動するまで、適正な処理を安定的に継続していくために、ごみ焼却施設
　　及び破砕施設の補修工事等による適切な維持管理
　
●その他
　〇主な予算の内訳
　・都市美化センター運転管理等委託料　　    　　269,136千円
　・都市美化センター施設更新技術支援業務委託料　　4,536千円
　・都市美化センター施設維持補修工事請負費　 　 193,725千円

事業の
目標・計画

○３６５日２４時間有人の管理体制の実施

○火災等事故件数０件

○市内で発生したごみの全量処理（適正な維持管理による施設の稼動継続）

財源内訳

国県支出金

100%

都市美化センター営繕 208,710 0 69,700 0 139,010 67%

都市美化センター管理 307,354

- - 

 - - - - - - 

- - - - 

- 

 - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - 

 - - - - - - 

一般財源
の割合

事業名

- 

合計 516,064 0 69,700 73 446,291 86%



款 項 目

4 3 2

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

一般財源
の割合

事業名

- 

合計 20,134 0 0 0 20,134 100%

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

100%

 - - - - - - - 

最終処分場管理 20,134 0 0 0 20,134

事業内容

●事業の全体計画
　○八曽一般廃棄物最終処分場において、焼却・破砕処理後に排出する焼却灰と破砕残渣を埋立て
    し、水処理施設において浸出水の処理を実施（焼却灰の一部及び飛灰の全量については市外へ
    搬出）
　○今井一般廃棄物最終処分場跡地に整備した今井切塞多目的広場を良好に維持管理する。
●主な事業内容
　〇八曽一般廃棄物最終処分場
　　・焼却灰及び破砕残渣を埋め立てた後、覆土整備を施工
　　・地下水、放流水等の定期的な水質検査を実施
　　・管理型処分場として、埋立て層を通過する浸出水を水処理施設により適正に処理
　〇今井一般廃棄物最終処分場跡地
　　・今井切塞多目的広場（約2,450㎡）、駐車場、簡易トイレの管理
●その他
　○主な予算の内訳
　　・一般廃棄物最終処分場施設運営業務委託料　　　　  3,593千円
　　・一般廃棄物最終処分場水質検査業務委託料　　　　  3,338千円
　　・八曽一般廃棄物最終処分場覆土整備工事請負費　　3,184千円

事業の
目標・計画

・放流水の水質が基準値を超えることがないよう適正管理

・外部搬出をしない焼却灰及び破砕残渣の全量埋立・覆土整備の実施

財源内訳

国県支出金 地方債 その他 一般財源
予算額

ごみ処理費 120～124

施策事業名 最終処分場運営管理

事業目的

　八曽一般廃棄物最終処分場は、焼却灰と破砕残渣を適正処理することにより、生活環境の保全を図
ることを目的とする。
　今井一般廃棄物最終処分場跡地は、地元区民の意思を尊重し公益的活用を図るため整備した今井切
塞多目的広場を良好に維持管理し、地域の活性化を図るとともに市民に憩いと安らぎの場を提供する
ことを目的とする。

平成３０年度予算説明書

予算 部局名 経済環境部

課　名 環境課
予算書(P)目名



款 項 目

4 3 2

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

一般財源
の割合

事業名

- 

合計 1,313 0 0 0 1,313 100%

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

100%

 - - - - - - - 

もみの木駐車場進入道路整備 1,313 0 0 0 1,313

事業内容

●事業の全体計画
　○入鹿橋よりもみの木駐車場までの道路を、地元役員等と協議しながら整備を進めていく。
　
●主な事業内容
　○アスファルト舗装整備、道路脇の堆積土砂の撤去、進入道路待避所設置
  ・近年の整備状況
　　　平成25年度　アスファルト舗装整備（ 21㎡）、カーブミラー設置（２か所）
　　　平成26年度　アスファルト舗装整備（378㎡）
　　　平成27年度　アスファルト舗装整備（169㎡）
　　　平成28年度　アスファルト舗装整備（ 26㎡）、デリネーター設置（７本）
　　　　　　　進入道路待避所設置（第１工区、延長40m、幅員3.5m～8.0mに拡幅）
　　　平成29年度　土砂撤去整備（232㎡）
　　　　　　　進入道路待避所設置（第２工区、延長30m、幅員3.4m～5.75mに拡幅）

事業の
目標・計画

・キャンプ場開き前までのアスファルト舗装・土砂撤去の実施

財源内訳

国県支出金 地方債 その他 一般財源
予算額

ごみ処理費 120～124

施策事業名 もみの木駐車場進入道路整備

事業目的
　現在使用している八曽一般廃棄物最終処分場の建設にあたり、地元要望事項にもみの木駐車場まで
の道路整備があり、これを履行することにより処分場周辺地区の生活環境向上を図ることを目的とす
る。

平成３０年度予算説明書

予算 部局名 経済環境部

課　名 環境課
予算書(P)目名



款 項 目

4 3 2

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

予算書(P)目名

施策事業名 広域ごみ処理施設整備推進

事業目的
ダイオキシン類削減対策、マテリアルリサイクル及びサーマルリサイクルの推進、公共事業のコスト
縮減を踏まえ、県のごみ焼却処理広域化計画に基づき、近隣１市２町との広域で新ごみ処理施設の設
置と管理を目指す。

平成３０年度予算説明書

予算 部局名 経済環境部

課　名 環境課

地方債 その他 一般財源
予算額

ごみ処理費 124

0 0 0 39,375

事業内容

●事業の全体計画
　○犬山市、江南市、大口町、扶桑町の２市２町で構成する一部事務組合の尾張北部環境組合におい
　　て、老朽化した犬山市都市美化センターと江南丹羽環境組合の環境美化センターに代わるごみ処
　　理施設の建設に向け、事業を進める。

●主な事業内容
　〇尾張北部環境組合
　　・次の事業を遂行するために必要な経費を、負担金として２市２町で拠出する。
　　　ごみ処理施設の建設のため、組合において事務を共同処理する。
　〇広域ごみ処理施設整備基金積立金
　　・新ごみ処理施設建設時の負担を軽減するため、指定ごみ袋による収入から袋製作費等の経費を
　　　除いた分に一般財源等を加算し、基金に積み立てる。

事業の
目標・計画

〇尾張北部環境組合
・地権者同意の取得
・環境影響評価等調査の実施
・ごみ処理方式等の検討・決定
・用地測量調査の実施

財源内訳

国県支出金

100%

広域ごみ処理施設整備基金積立金 90,094 0 0 60,094 30,000 33%

尾張北部環境組合 39,375

- - 

 - - - - - - 

- - - - 

- 

 - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - 

 - - - - - - 

一般財源
の割合

事業名

- 

合計 129,469 0 0 60,094 69,375 54%



款 項 目

4 3 3

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

一般財源
の割合

事業名

- 

合計 36,656 1,529 0 18,538 16,589 45%

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

39%

環境センター管理 3,820 0 0 0 3,820 100%

し尿処理 32,836 1,529 0 18,538 12,769

事業内容

●事業の全体計画
  ○し尿処理等を円滑に行うため、し尿汲取り券の作成、し尿汲取り及び運搬を行う。
　○し尿汲み取り槽及び単独処理浄化槽から合併処理浄化槽への切換え推進

●主な事業内容
  ○し尿汲取り券の作成
　○各家庭等からのし尿汲取り及び愛北クリーンセンターへの運搬の委託
　○し尿中継槽（環境センター）の維持管理
  ○し尿汲取り券取扱店を経由したの手数料の徴収
　○し尿汲み取り槽及び単独処理浄化槽から合併処理浄化槽への切換えに係る補助金の交付

●その他
　 ○主な予算の内訳
　 ・し尿運搬委託料　　                8,692千円
　 ・し尿汲取委託料                 　20,667千円
　 ・合併処理浄化槽設置整備事業補助金　2,868千円

事業の
目標・計画

〇し尿処理
・適正な、し尿処理の遂行
・環境センターの稼働と保全

〇汚水処理
　合併浄化槽設置整備事業補助金　事業実施者（交付対象者）の増加を図る。

財源内訳

国県支出金 地方債 その他 一般財源
予算額

し尿管理費 124

施策事業名 し尿管理

事業目的
し尿処理を円滑に行うとともに、生活排水による公共用水域の水質汚濁を防止することを目的とす
る。

平成３０年度予算説明書

予算 部局名 経済環境部

課　名 環境課
予算書(P)目名


